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那
珂
市
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
社
会

を
考
え
る
「
平
成　

年
度
那
珂
市
男
女
共

１７

同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
『
虹
』」
が
１
月　
２８

日
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
よ
し
の
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
那

珂
市
合
併
前
に
策
定
さ
れ
た
「
那
珂
町
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
と
瓜
連
町
の
「
瓜

連
町
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
を
基
に
、

プ
ラ
ン
実
現
の
た
め
の
課
題
を
市
民
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
考
え
て
い
こ
う
と
、
平
成

　

年
度
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の

１５で
す
。

　

最
後
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な
る
今
回
は

「
み
ん
な
で
創
る 
未
来 
の
ふ
る
さ
と
」
が

あ
し
た

テ
ー
マ
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
小
林
和

子
茨
城
女
子
短
期
大
学
助
教
授
と
市
内

の
様
々
な
分
野
で
活
動
し
て
い
る
５
人
の

か
た
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
場
。
男
女

が
支
え
あ
い
活
動
し
て
い
く
に
は
何
が
必

要
か
、
地
域
で
の
取
り
組
み
や
子
育
て

の
体
験
な
ど
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。

◎
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

小
林
和
子
・
茨

城
女
子
短
期
大
学
助
教
授

◎
パ
ネ
リ
ス
ト　

�
野
四
郎
・
常
陸
鴻
巣

駅
ふ
れ
あ
い
駅
舎
ワ
ー
キ
ン
グ
委
員
会
副

委
員
長
／
山
崎
常
枝
・
行
雄
・
日
本
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
普
及
指
導
員
／
古
川

洋
一
・
菅
谷
地
区
親
ぢ
か
ら
の
会
発
足
メ

ン
バ
ー
／
平
野
道
代
・
那
珂
市
教
育
委
員

会
委
員
（
写
真
右
か
ら
・
敬
称
略
）

男
女
共
同
参
画
を
考
え
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
虹
」
が
開
催
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広報なか３月号３

も
責
任
も
分
か
ち
合
い
つ
つ
、
性
別
に
か

か
わ
り
な
く
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分

に
発
揮
で
き
る
、
い
わ
ば
、
男
性
と
女
性

が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
築
き
上

げ
る
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
社
会
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
な
ど
私
た
ち
の
生
活
を
取

り
巻
く
社
会
状
況
が
変
化
し
て
い
く
現

在
、
誰
も
が
住
み
よ
い
社
会
を
目
指
す
た

め
に
は
、
男
女
の
固
定
的
な
役
割
分
担
意

識
に
と
ら
わ
れ
ず
、
家
庭
で
、
地
域
で
、

職
場
で
、
学
校
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と

能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
づ
く
り
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
周
り
の
、

で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
ま
せ
ん
か
。
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　フォーラム「虹」は毎年、公募したプランナーの皆さん

によって企画・運営されており、テーマの設定やパネリスト

の人選、会場準備、司会進行とすべてが手作り。今年度は

全１０回のプランナー会議が行われ、それぞれの立場から那

珂市における男女共同参画社会への取り組みなどが話し

合われてきました。昨年１０月には福井県福井市で開催され

た「日本女性会議」に参加しました。（上写真）
平成１７年度プランナー（左から・敬称略）　◎鈴木孝／外山

ヒサ／平野さち子／住谷春雄／桜庭紀久子／大森政一
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　那珂市では、合併前の「那珂町男女共同参画プラン」と「瓜連町男女共同参画プラン」を基に、本市における望ましい男
女共同参画社会の実現のための取り組みを総合的・計画的に推進しています。フォーラム「虹」では、男女共同参画社会実
現に向けての３つの基本目標を、住民の皆さんと様々な角度から検討し、実現への課題を考えてきました。

平成１５年度フォーラム
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平成１６年度フォーラム
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平成１７年度フォーラム
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な
ぜ
男
女
共
同
参
画
社
会
が

大
切
な
の
か

　

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、「
男
女
が
、

社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、
自
ら
の

意
思
に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

お
け
る
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ

れ
、
も
っ
て
男
女
が
均
等
に
政
治
的
、
経

済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
利
益
を
享
受

す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
共
に
責
任
を

担
う
べ
き
社
会
」（
男
女
共
同
参
画
基
本
法

第
２
条
）
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
は
、
決
し
て
難
し
い

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の
人

が
、
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
、
喜
び
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　平成１９年度には、那珂市としての新たな「男女共同参画プラン（仮称）」の策定を予定しています。これに
向け、平成１８年度には、市民を対象に男女共同参画について学習する「講座」を開催します。修了後は、行政
と一緒にまちづくりに協力いただけるかたを募集し、プラン策定に取り組んでいきます。また、策定の基礎資
料とする住民意識調査も実施します。毎日の生活で「どうして！なぜ！」と感じるものがあったならば、ぜひ
「講座」を受講してください。（「講座」の詳細は「広報なか４月号」に掲載予定です。）
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五台小「金管バンド部」５３人が活躍
第１１回東関東吹奏楽コンクール　銀賞受賞
２００６全国小学校管楽器合奏フェスティバル東日本大会に茨城県代表として出場

２００６全国小学校管楽器合奏フェスティバル東日本大会での演奏の様子
（平成１８年２月５日東京厚生年金会館にて）

年
度
、
東
関
東
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
、
全
国
小
学
校
管
楽
器

合
奏
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
東
日
本

大
会
な
ど
に
出
場
し
、
現
在
活
躍
中
の
五

台
小
学
校「
金
管
バ
ン
ド
部
」。
昭
和　

年
６３

に
創
部
以
来
、
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
奏

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
耳
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
す
。

　

部
員
は
３
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の　
５３

人
で
、
コ
ル
ネ
ッ
ト
や
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、

ア
ル
ト
ホ
ル
ン
、
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
、

チ
ュ
ー
バ
の
管
楽
器
と
マ
リ
ン
バ
や
ド
ラ

ム
な
ど
の
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
そ
れ
ぞ
れ

担
当
し
て
い
ま
す
。
練
習
は
放
課
後
と
土

曜
日
。
小
さ
な
体
に
大
き
な
楽
器
を
抱

え
、
パ
ー
ト
ご
と
に
全
員
が
並
ぶ
と
音
楽

今



広報なか３月号５

室
は
隅
か
ら
隅
ま
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
指

揮
を
振
る
の
は
顧
問
の
小
林
祐
子
先
生
。

「
も
う
少
し
音
を
伸
ば
し
て
！
」と
先
生
の

声
が
音
楽
室
に
響
き
わ
た
り
ま
す
。
演
奏

す
る
皆
さ
ん
の
目
は
真
剣
そ
の
も
の
で
、

練
習
に
身
が
入
る
と
時
間
の
経
つ
の
も
忘

れ
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ

ド
レ
ー
を
は
じ
め
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
十

数
曲
。
毎
年
新
曲
５
曲
ぐ
ら
い
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
、
コ
ン
ク
ー
ル
で
発
表
で
き
る
よ

う
に
仕
上
げ
て
い
き
ま
す
。
今
年
度
は
、

「
ロ
ス
・
ロ
イ
」
と
「
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
」

に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　
「
管
楽
器
は
音
を
出
す
ま
で
に
時
間
が

か
か
り
ま
す
。
音
を
作
っ
て
い
く
の
は
そ

れ
か
ら
。
ま
た
、
音
は
正
直
。
生
活
態
度

は
音
に
現
れ
る
ん
で
す
よ
」と
小
林
先
生
。

コ
ン
ク
ー
ル
が
近
づ
く
と
、
日
曜
日
も
返

上
で
練
習
が
続
き
ま
す
。
し
か
し
、
約
束

事
で
宿
題
や
身
の
回
り
の
こ
と
を
き
ち
ん

と
し
な
い
と
好
き
な
練
習
が
で
き
ま
せ

ん
。
子
ど
も
た
ち
が
音
楽
を
学
ぶ
こ
と
を

通
じ
て
、
立
派
な
人
間
に
育
っ
て
ほ
し
い

と
願
う
小
林
先
生
は
、「
大
舞
台
で
緊
張

感
を
楽
し
む
こ
と
は
、
ま
だ
無
理
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
一
つ
ひ
と
つ
が
経
験
。

辛
い
練
習
や
舞
台
で
の
演
奏
経
験
を
糧
に

成
長
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
語
り
ま
す
。

　

楽
器
を
吹
く
こ
と
が
と
に
か
く
楽
し
い

と
い
う
部
長
の
阿
部
寛
之
君
（
６
年
）、
住

谷
若
菜
さ
ん
（
６
年
）、
副
部
長
の
大
森
志

帆
美
さ
ん（
６
年
）。
話
を
聞
い
て
み
る
と

「
う
れ
し
い
と
き
は
、
み
ん
な
の
心
が
一

つ
に
な
っ
た
と
き
。
演
奏
し
な
が
ら
お
互

い
に
そ
の
瞬
間
が
分
か
る
ん
で
す
。
そ
れ

か
ら
、
舞
台
で
演
奏
し
て
い
る
と
き
に
観

客
の
皆
さ
ん
と
も『
一
体
に
な
っ
て
い
る
』

と
感
じ
る
と
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と

き
は
鳥
肌
が
た
つ
ん
で
す
よ
」
と
に
こ
や

か
に
語
り
ま
す
。
阿
部
君
は
コ
ン
ク
ー
ル

の
演
奏
が
終
了
し
感
無
量
に
な
っ
て
涙
が

こ
ぼ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
か
。「
卒
業

し
て
も
、
ず
っ
と
音
楽
に
携
わ
っ
て
い
き

た
い
」
と
３
人
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
春
、
バ
ン
ド
を
支
え
て
き
た
６
年

生　

人
が
卒
業
し
ま
す
。
そ
し
て
、
後
輩

１１
た
ち
が
そ
の
後
を
継
い
で
い
き
ま
す
。
み

ん
な
に
感
動
を
与
え
、
み
ん
な
か
ら
愛
さ

れ
て
き
た「
金
管
バ
ン
ド
部
」。
新
た
な
目

標
を
胸
に
、
春
か
ら
ま
た
一
歩
ず
つ
歩
み

は
じ
め
ま
す
。

■今年度の五台小金管バンド部の主な活躍
○第４５回茨城県吹奏楽コンクール中央地区大会 優秀賞
○TBSこども音楽コンクール県大会 優秀賞
○第４５回茨城県吹奏楽コンクール県大会 金　賞
○第１１回東関東吹奏楽コンクール 銀　賞
○第２１回全国小学校管楽器合奏フェスティバル茨城大会
 県代表（推薦）
○第４０回茨城県アンサンブルコンテスト
 金管八重奏（金賞）、打楽器五重奏（金賞）、金管五重奏（金賞）
○第１１回東関東アンサンブルコンテスト（金管八重奏） 金賞
○２００６全国小学校管楽器合奏フェスティバル東日本大会に県
代表として出場

顧問　小林祐子 先生
　金管バンド部を率い
て今年で７年目になる
小林先生。「金管バン
ド部がスムーズに活動
できるのも、保護者会
の皆さんや新入部員を
中心に指導していただ
いている山本哲也先生、
会計や事務を担当して
いただいている金子美
智子先生をはじめ応援
してくださる五台小の
先生がたのおかげです。
本当に感謝していま
す。」と裏方で支えてく
れる皆さんに常に感謝
の気持ちを忘れません。

①２月７日、綿引満男校長をはじめ４
人が小宅市長、平松教育長にコンクー
ルの結果を報告　②新入部員にていね
いに指導する山本哲也先生。管楽器
フェスティバルでは「スターウォーズ」
の曲に合わせ、ダースベイダーを演じ
る。子どもたちの演技指導も担当　③
音楽室での練習風景。指揮をする小林
先生を見つめる目はいきいきと輝く　
④部員の人気の曲「ロス・ロイ」の楽
譜。各人の楽譜には大事なポイントに
注意点が書き込まれている　⑤パート
練習は、廊下や空き教室で。同級生同
士で教えあう姿や上級生が下級生の面
倒をみる姿があちこちで　⑥金管バン
ド５３人のまとめ役。左から阿部寛之君
（部長；チューバ）、住谷若菜さん（部
長；トロンボーン）、大森志帆美さん（副
部長；ユーフォニアム）

①①②②③③

⑤⑤ ④④

⑥⑥
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市政だより 市政だより 
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※
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
い
る
と
…

　

国
民
健
康
保
険
税
が
課
税
さ
れ
続
け
て

し
ま
い
ま
す
。
さ
ら
に
職
場
の
健
康
保
険

を
使
わ
ず
に
国
保
の
保
険
証
を
診
療
時
に

使
用
し
た
場
合
、
国
保
で
負
担
し
た
医
療

費
を
後
で
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
国
民
健
康
保
険
税
の
納
期
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
年
度
当
初
か
ら

確
定
し
た
所
得
で
年
税
額
を
決
定
し
、
８

回
に
分
け
て
賦
課
し
ま
す
。
平
成　

年
度

１８

の
納
期
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
平
成　

年
度
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

１８

証
を
３
月
下
旬
に
発
送
し
ま
す

　

皆
様
の
お
手
元
に
郵
便
局
か
ら
簡
易
書

留
（
配
達
記
録
）
で
郵
送
さ
れ
ま
す
。
な

お
、
郵
便
局
員
か
ら
配
達
の
際
、
世
帯
主

本
人
ま
た
は
家
族
の
か
た
へ
直
接
手
渡
し

と
な
り
ま
す
。
手
渡
し
で
き
な
い
場
合

は
、「
不
在
連
絡
票
」
で
お
知
ら
せ
し
、

保
険
証
は
３
月
中
は
郵
便
局
で
保
管
、
４

月
か
ら
は
市
役
所
国
保
年
金
課
国
保
係
で

保
管
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

と
こ
ろ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
学
生
の
か
た
、
施
設
に
入
所
さ

れ
て
い
る
か
た
等
で
那
珂
市
か
ら
他
の
市

町
村
へ
住
所
を
移
動
さ
れ
て
い
る
か
た

は
、
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。
学
生
の
か

た
は
「
在
学
証
明
書
」（
取
れ
な
い
場
合

は
「
学
生
証
の
写
し
」）、
施
設
に
入
所
さ

れ
て
い
る
か
た
は
「
在
園
証
明
書
」
等
を

ご
持
参
の
う
え
市
役
所　

国
保
年
金
課　

国
保
係
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
か
た

が
職
場
の
健
康
保
険
等
に
加
入
し
た
と

き
、
ま
た
は
職
場
の
健
康
保
険
の
被
扶
養

者
と
な
っ
た
と
き
等
は
、
必
ず
職
場
の
保

険
証
と
那
珂
市
国
民
健
康
保
険
証
の
両
方

を
ご
持
参
の
上
、
脱
退
の
手
続
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。（
国
民
健
康
保
険
の
資
格
は

自
動
的
に
は
消
え
ま
せ
ん
。）
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※
通
常
は
、
９
月　

日
が
納
期
限
で
す
が
、
今
年

３０

は
当
該
日
が
土
曜
日
と
な
る
の
で
、
納
期
限
は

　

月
２
日
と
な
り
ま
す
。

１０
納　

期

第
１
期

第
２
期

第
３
期

第
４
期

第
５
期

第
６
期

第
７
期

第
８
期

納　

期　

限

７
月　

日　
　

３１

８
月　

日　
　

３１

　

月
２
日　

※

１０
　

月　

日　
　

１０

３１

　

月　

日　
　

１１

３０

　

月　

日　
　

１２

２５

１
月　

日　
　

３１

２
月　

日　
　

２８

○出産費貸付制度
那珂市国民健康保険に属
する世帯主に対して、出
産育児一時金の支給を受
けるまでの間に、出産費
用を支払う必要が生じた
場合、その資金の一部を
無利子で貸し付ける制度
です。

○高額療養費貸付制度
那珂市国民健康保険に属
する世帯主に対して、高
額療養費の支給を受ける
までの間に、療養に要し
た費用が著しく高額であ
るため支払いが困難な場
合、その資金の一部を無
利子で貸し付ける制度で
す。

・那珂市国民健康保険の被保険者であること。
・出産予定日まで１か月以内であること。
・妊娠４か月以上であり、出産費用について医療機関等
から請求を受け、またはその費用を支払ったこと。

貸 付 対 象

２４万円貸付限度額

出産予定日の１か月以内～出産育児一時金支給日貸 付 期 間

出産育児一時金支給額の中から償還します償 還 方 法

市役所（本庁）国保年金課　国保係申 請 場 所

上記国保係に置いてあります申 請 用 紙

那珂市国民健康保険の被保険者であり、高額療養費の支
給を受ける者であること。貸 付 対 象

貸付額は１０，０００円以上であって、高額療養費支給見込額
の１０分の９に相当する額以内貸 付 額

高額療養費貸付の日～高額療養費支給日貸 付 期 間

高額療養費支給額の中から償還します償 還 方 法

市役所（本庁）国保年金課　国保係申 請 場 所

上記国保係に置いてあります。ただし、医療機関の証明
が必要となりますので、その証明については各自医療機
関で証明を受けてきてください。

申 請 用 紙

��������	
��
�������������
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　個人の市県民税（普通徴収分）及び固定資産税・都
市計画税は、通常年４期に分けて納めていただきます
が、これらの税金を第１期の納期限内に一括で納めら
れますと、前納報奨金が交付され、全期用の納付書等
により年税額から前納報奨金を差し引いた金額で納付
していただくことになります。
　平成１８年度から、個人の市県民税（普通徴収分）に
ついては、交付率が０．２５／１００に、固定資産税・都市計
画税については、交付率が０．５／１００に改正されます。
（平成１７年１２月条例改正）

○計算方法

前納報奨金＝第２期の税額×交付率×前納月数

（限度額：５０，０００円。１００円未満の端数は切り捨て）
○前納月数

前　納　月　数
税　目

合計４期３期２期

１３７４２市 県 民 税
（普通徴収）

２１１０８３固定資産税・
都市計画税

��������	
��
�����

��������	 ��������	
��	
��������������	


　毎年、建物火災の発生件数は３万件以上。そのうち
の約６割は「住宅火災」が占めています。また、建物
火災による死者の約９割は、この住宅火災によるもの
です。このような火災による被害を未然に防ぐため、
平成１６年に消防法が改正され、住宅に「住宅用火災警
報器等」の設置が義務づけられました。今回、皆さん
からよくあるご質問をＱ＆Ａでお知らせします。

　Ｑ　　なぜ火災警報器が必要なのですか？
　Ａ　　住宅火災による死者数は増加中です。特に死者
の約６割が６５歳以上の高齢者です。死亡原因の約７割
が逃げ遅れによることを踏まえて、消防法が改正され
ました。アメリカやイギリスでは火災警報器を義務化
したことで、火災による死者を４～５割も減少したと
いう事例があります。

　Ｑ　　いつから設置しなければならないの？
　Ａ　　新築住宅については平成１８年６月１日から、既
存住宅については平成２０年６月１日までに設置が義務
づけられました。火災から身を守るためにも、できる
限り早い設置をお願いします。

　Ｑ　　どんな火災警報器があるの？
　Ａ　　現在市販されている火災警報器は、「煙」に反応
するタイプ（煙式）と「熱」に反応するタイプ（熱式）
の２種類があります。

　Ｑ　　家のどこに取り付ければいいの？

　Ａ　　寝室、寝室が２階にある場合は階段の天井（義
務化）、火災発生のおそれがある所に設置します。ま
た、「煙式」は寝室、階段、居間に、「熱式」は台所な
ど火気を使用する所に設置します。

　Ｑ　　設置は誰がするの？
　Ａ　　持家のかたは、自己負担による設置となります。
市営住宅にお住まいのかたは、平成２０年６月１日まで
に市が設置する予定です。また、民間の貸家にお住ま
いのかたは、大家さんと協議してください。

　Ｑ　　どこで買えばいいの？
　Ａ　　タウンページの消防用設備欄を見ていただく
か、ホームセンター等でも購入できます。購入すると
きは、日本消防検定協会のＮＳマークのついた商品を
選びましょう。《消防署では販売はしていません。》

　Ｑ　　値段はどのくらい？
　Ａ　　機能によって価格は様々ですが、火災警報器
は、煙式、熱式のいずれも、３千円から７千円ぐらい
で購入できます。
（注）イオン式の警報機は安く買えますが、廃棄の際にト
ラブルが生じるおそれがありますのでご注意ください。

※悪質業者に注意してください。
※公的機関の職員が一般住宅を訪問し、火災警報器を
販売することは一切ありません。
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た
は
、
健
康
推
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
市
の
健
診
の
受
け
方
に
つ
い
て

　

総
合
健
診
・
レ
デ
ィ
ー
ス
検
診
の
希
望

者
は
、
登
録
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年

度
に
健
診
の
案
内
が
届
い
た
か
た
は
、
改

め
て
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

後
日
、
平
成　

年
度
の
受
診
案
内
を
送
付

１８

し
ま
す
。

　
■
申
し
込
み
が
必
要
と
な
る
か
た

①
は
じ
め
て
健
診
を
希
望
す
る
か
た

②
受
診
項
目
の
変
更
や
追
加
を
す
る
か
た

③
健
診
日
の
変
更
を
希
望
す
る
か
た

　

な
お
、
昨
年
度
に
案
内
が
届
い
た
か
た

で
も
、
年
齢
が
対
象
外
と
な
っ
た
項
目
に

つ
い
て
は
案
内
を
差
し
上
げ
ま
せ
ん
。
ご

不
明
な
点
は
、
健
康
推
進
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
各
種
健
診
の
主
な
変
更
点

【
基
本
健
診
】

　
　

歳
以
上
の
か
た
を
対
象
に
、
従
来
の

６５
基
本
健
診
と
併
せ
て
「
介
護
予
防
の
た
め

の
生
活
機
能
評
価
」
を
実
施
し
ま
す
。
加

齢
に
伴
い
出
現
す
る
生
活
機
能
の
低
下
を

早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

（
表
１
参
照
）

■
健
診
の
お
し
ら
せ　

　

４
月
か
ら
健
診
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
今

回
は
、
平
成　

年
度
か
ら
変
更
さ
れ
る
点

１８

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
健

診
日
程
や
会
場
に
つ
い
て
は
『
平
成　

年
１８

度
健
康
診
査
年
間
日
程
表
』
を
、
健
診
内

容
や
受
け
方
に
つ
い
て
は
『
市
が
行
う
各

種
健
診
の
内
容
に
つ
い
て
』
を
、
３
月
中

旬
に
全
戸
配
布
し
ま
す
の
で
、
合
わ
せ
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。
お
手
元
に
届
か
な
い
か

�
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■表１　介護予防のための生活機能評価
６５歳以上のかたには、基本健診の検査に加
えて下の検査を実施します。

※赤字は、新たに追加された検査項目です。
※○がついている項目は、医師が選択して
検査するものです。

項　　　　目

自覚症状、既往等、

基本チェックリスト
問 診

身長、体重、BMI身 体 計 測

視診（口腔内）、打聴診、
触診（関節）理学的検査

○反復唾液嚥下テスト

血圧血 圧 検 査

○心電図検査循環器検査

赤血球、ヘモグロビン、
ヘマトクリット

貧 血 検 査

○血清アルブミン検査血液化学検査

回　　答質 問 事 項No.

いいえはい
バスや電車をつかっ
て一人で外出してい
ますか。

１

いいえはい
わけもなく疲れたよ
うな感じがする。２

※基本チェックリストについては個人通知で事前
に配布し、記入の上、健診当日に持参していた
だきます。

生活機能評価で早期発見

・運動器の機能低下
・低栄養
・口腔機能低下

・認知症
・うつ
・閉じこもり　など

基本チェックリスト（例）
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【
レ
デ
ィ
ー
ス
健
診
・

 

レ
デ
ィ
ー
ス
基
本
健
診
】

　

こ
れ
ま
で
レ
デ
ィ
ー
ス
健
診
は
、　

歳
１８

〜　

歳
の
女
性
を
対
象
に
実
施
し
て
き
ま

３９
し
た
。
し
か
し
、
健
診
等
の
検
査
結
果
に

よ
る
と
、
何
ら
か
の
異
常
が
認
め
ら
れ
た

か
た
が　

歳
代
で
８
割
を
占
め
て
い
ま

４０

す
。
そ
こ
で
早
期
か
ら
糖
尿
病
や
心
臓

病
、
腎
臓
病
、
脳
卒
中
な
ど
の
生
活
習
慣

病
を
予
防
す
る
た
め
に
、　

歳
〜　

歳
の

３０

３９

女
性
を
対
象
に
、
基
本
健
診
と
同
様
の
検

査
内
容
で
あ
る「
レ
デ
ィ
ー
ス
基
本
健
診
」

を
実
施
し
ま
す
。　

歳
〜　

歳
ま
で
の
女

１８

２９

性
は
、
従
来
ど
お
り
「
レ
デ
ィ
ー
ス
健
診
」

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。（
表
２
参
照
）

【
結
核
検
診
】

　
　

歳
以
上
の
か
た
を
対
象
に
実
施
し
て

１６
き
た
結
核
検
診
は
、
平
成　

年
の
結
核
予

１７

防
法
の
改
正
を
踏
ま
え
、
受
診
対
象
が　
４０

歳
以
上
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。　

歳
未

４０

満
の
か
た
の
検
診
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

【
胃
・
大
腸
・
前
立
腺
が
ん
検
診
】

　

こ
れ
ま
で
医
療
保
険
の
種
別
に
よ
っ
て

受
診
で
き
る
年
齢
等
が
異
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
平
成　

年
度
か
ら
は
、
保
険
の
種

１８

別
に
か
か
わ
ら
ず
、
年
齢
条
件
の
み
が
一

律
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
胃
が
ん
検
診
・
大

腸
が
ん
検
診
の
対
象
者
で
あ
っ
た
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
で　

歳
〜　

歳
の
か
た

３０

３９

は
、
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
胃
が
ん
検
診：

受
診
対
象
が　
４０

歳
〜　

歳
以
下
と
な
り
ま
す
。
ま

７４

た
、
高
齢
に
な
る
と
、
の
ど
の
反

射
が
鈍
り
バ
リ
ウ
ム
を
誤
嚥

（
誤
っ
て
肺
や
気
管
に
入
る
こ
と
）

す
る
可
能
性
が
高
く
な
る
た
め
、

前
回
同
様
に
、
胃
が
ん
検
診
の
年

齢
上
限
を
設
け
ま
し
た
。

○
大
腸
が
ん
検
診：

受
診
対
象
が

　

歳
以
上
と
な
り
ま
す
。

４０○
前
立
腺
が
ん
検
診：

医
療
保
険

の
種
別
に
か
か
わ
ら
ず
、　

歳
〜

５０

　

歳
の
男
性
が
受
診
で
き
ま
す
。

７４【
乳
が
ん
検
診
】

　

視
触
診
検
診
は
行
わ
ず
、
乳
房

超
音
波
検
診
と
乳
房
レ
ン
ト
ゲ
ン

の
実
施
と
な
り
ま
す
。

○
乳
房
レ
ン
ト
ゲ
ン：

受
診
対
象
が　

歳
４０

〜　

歳
の
女
性
に
変
更
と
な
り
ま
す
。
な

６５
お
、
こ
れ
ま
で
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
１
方

向
か
ら
撮
影
し
て
き
ま
し
た
が
、　

歳
代

４０

の
女
性
は
乳
腺
組
織
が
発
達
し
て
い
る
た

め
、　

歳
〜　

歳
の
み
２
方
向
か
ら
撮
影

４０

４９

を
行
い
ま
す
。
１
方
向
か
ら
だ
け
の
撮
影

は
選
択
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

【
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
】

　

国
民
健
康
保
険
被
加
入
者
で　

歳
以
上

３０

の
女
性
を
対
象
に
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
平
成　

年
度
か
ら
は
実
施
し
ま
せ

１８

ん
。
個
別
に
医
療
機
関
で
の
受
診
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
各
種
健
診
の
実
施
会
場
に
つ
い
て

　

額
田
地
区
の
総
合
健
診
会
場
が
変
更
と

な
り
ま
す
。
平
成　

年
度
か
ら
は
額
田
小

１８

学
校
で
は
実
施
し
ま
せ
ん
。
実
施
会
場
が

「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
よ
こ
ぼ
り
」に
統
一

さ
れ
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
保
育
付
検
診
に
つ
い
て

　

レ
デ
ィ
ー
ス
検
診
と
乳
が
ん
検
診
は

「
保
育
付
検
診
」
で
す
。（
受
診
し
て
い
る

間
お
子
さ
ん
の
保
育
が
受
け
ら
れ
ま
す
。）

各
検
診
日
ご
と
に
申
込
締
切
日
が
あ
り
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
か
た
は
「
平
成　
１８

年
度
健
康
診
査
年
間
日
程
表
」
を
ご
覧
の

上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
込
締
切
日
の
前
で
あ
っ
て

も
、
先
着　

人
で
締
め
切
り
ま
す
の
で
、

４０

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■表２　平成１８年度実施／レディース健診・レディース基本健診

レディース基本健診レディース健診

３０ 歳～ ３９ 歳の女性１８ 歳～ ２９ 歳の女性対 象 年 齢

身長、体重、体格指数（BMI）
総コレステロール、HDLコレステロール、
中性脂肪、血圧、眼底検査、心電図

身長、体重、体格指数（BMI）
総コレステロール、HDLコレステロール、
中性脂肪、血圧

循 環 器 疾 患
（高血圧、高脂血症、心
臓病、動脈硬化症など）検

査

項

目

ヘモグロビンA１c、尿検査（糖）、血糖検査ヘモグロビンA１c、尿検査（糖）糖 尿 病
GOT、GPT、γ-GTP－肝 臓 病
尿検査（潜血、蛋白）、クレアチニン尿検査（潜血、蛋白）腎 臓 病
血色素、赤血球数、血球容積血色素、赤血球数、血球容積、白血球数貧 血
尿酸－痛 風
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ま
た
、
雪
国
の
象
徴
と
も
言
え
る
「
か

ま
く
ら
」
は
、
横
手
市
が
誇
る
小
正
月
の

伝
統
行
事
で
、
祭
り
の
期
間
中
は
百
を
超

え
る
か
ま
く
ら
に
灯
り
が
と
も
り
、
市
の

景
観
は
幻
想
の
世
界
へ
と
一
変
し
ま
す
。

　

そ
の
か
ま
く
ら
を
横
手
市
民
と
の
ふ
れ

あ
い
の
場
に
活
か
そ
う
と
、
訪
問
団
は
、

か
ま
く
ら
の
中
に
し
つ
ら
え
た
七
輪
に
持

参
し
た
干
し
芋
を
並
べ
、
慣
れ
な
い
秋
田

弁
で「
入
っ
て
た
ん
せ（
か
ま
く
ら
に
入
っ

て
く
だ
さ
い
）」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
横

手
市
の
皆
さ
ん
を
招
き
入
れ
て
は
、
干
し

い
も
や
甘
酒
、
餅
な
ど
を
笑
顔
で
ふ
る
ま

い
、
那
珂
市
の
産
業
や
観
光
を
ア
ピ
ー

ル
。
雪
の
夜
の
寒
さ
も
忘
れ
る
く
ら
い
に

　

公
募
に
よ
り
参
加
し
た
市
民　

人
が
２

３０

月　

日
・　

日
の
日
程
で
、
友
好
都
市
、

１６

１７

横
手
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、

横
手
市
の
歴
史
や
文
化
に
直
に
触
れ
る
こ

と
で
友
情
や
理
解
を
一
層
深
め
て
も
ら
お

う
と
、
市
の
主
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

訪
問
団
は
、
早
速
約
四
百
年
前
の
慶
長

の
国
替
え
（
一
六
○
二
年
）
に
よ
り
戸
村

城
主
が
秋
田
に
移
り
城
代
と
な
っ
た
「
横

手
城
」、
そ
し
て
戸
村
氏
ゆ
か
り
の
「
龍
昌

院
」
を
見
学
し
ま
し
た
。
出
迎
え
の
皆
さ

ん
の
説
明
に
聞
き
入
り
な
が
ら
、
一
行
は
、

両
市
の
歴
史
的
な
関
わ
り
の
深
さ
に
あ
ら

た
め
て
感
慨
を
深
く
し
た
様
子
で
し
た
。
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市政だより 市政だより 

心
あ
た
た
ま
る
交
流
を
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
五
十
嵐
横
手
市
長
を
表
敬
訪

問
し
、「
今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
を
は

じ
め
産
業
、
観
光
等
の
分
野
に
お
い
て
も

魅
力
的
な
民
間
交
流
を
推
進
し
、
友
好
の

絆
を
深
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
歓
迎
の

挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
、
小

宅
那
珂
市
長
と
訪
問
団
代
表
の
助
川
則
夫

氏
が
、
交
流
受
入
に
対
し
て
の
お
礼
の
言

葉
と
と
も
に
、
か
ま
く
ら
体
験
の
際
に
集

ま
っ
た
お
賽
銭
を
福
祉
の
一
助
と
し
て
い

た
だ
く
よ
う
横
手
市
に
寄
付
を
し
ま
し
た
。

　

今
後
さ
ら
に
、
民
間
の
交
流
が
積
極
的

に
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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　市内全域の高速・大容量通信基盤の整備
促進を図るため２月９日、小宅市長はNTT
東日本茨城支店長へ要望書を手渡しました。
動画の配信などブロードバンド回線を前提
とした情報サービスが広がる中、利用には
充分でない通信環境の地域が市内には存在
します。この解消を図り、市内全域が等し
くこれらのサービスが利活用できるよう、
高速な回線基盤の早期実現を求めました。

��������	
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　茨城県市長会が長年各自治体で功労の
あった民間人及び市職員を顕彰する自治功
労者表彰式が２月１４日、茨城県市町村会館
で行われました。県内で表彰されたのは
１６０人。那珂市では、民間自治功労者とし
て樫村孝男さん（戸：写真右）と中庭正人
さん（横堀：写真左）が、また、優良職員
として市職員３人が村田省吾茨城県市長会
長から表彰状を受け取りました。

おわびと訂正
　広報なか２月号１８ページの中で、次のと
おり誤りがありました。おわびして訂正い
たします。
誤：AED（自動体外式徐細動器）

正：AED（自動体外式除細動器）



広報なか３月号１１

■アポイントメントセールスとは？

　デート商法など、相手から電話やメールなどで誘い
出される悪質商法です。電話などで言葉巧みに呼び出
され、高額なＤＶＤソフトや宝石などの購入を勧誘さ
れます。長時間の勧誘により、帰りたい一心で契約す
るケースや異性への感情（デート商法）から断れずに
契約してしまうことが多くなっています。
※知らない相手からの呼び出しには十分注意するこ
と！

■キャッチセールスとは？

　駅前や路上で「アンケートに答えてください」など
と声をかけられ、そのあと言葉巧みにお店などに連れ
て行かれて、エステや化粧品の購入を勧誘される商法
です。「診断の結果、肌の状態が悪い」などと不安にさ
せられたり、その場の雰囲気から断りにくくなり契約
してしまうことが多くなっています。
※アンケートなどと呼び止められても応じない、無料
診断などと言われても安易について行かない！

■マルチ商法とは？

　個人が会員となり、商品の販売や子会員の勧誘など
する商法です。友人などから儲かる話があると誘われ
て、紹介販売の説明会に行き「商品を購入して販売す
れば儲かる」と説明され会員になったが、商品は売れ
ず、友人関係も壊れ、借金だけが残ってしまうという
ものです。
※簡単に儲かるという話には要注意！
■資格取得商法とは？

　職場や自宅などに突然業者から電話があり、「仕事に
有利」「国からの補助がある今がチャンス」「就職に有
利」などと勧誘されます。断るつもりでも「結構です」
などとあいまいな返事をしてしまうと、教材とクレ
ジットの申し込み用紙を送りつけられてしまいます。
問い合せると「契約は成立している、やめられない」と
業者に強く言われ支払うはめになる、という商法です。
また、一度契約すると数年後に別業者から以前の契約
を引き合いに勧誘される二次被害も多くなっています。
※必要の無い勧誘は「お断りします」と、きっぱりと
断ること！

【その他の問い合わせ機関】

　茨城県消費生活センター �２２５－６４４５　

　那珂警察署 �３５２－０１１０　

省エネラベルを活用しましょう！ 若い人が狙われる!!

気をつけて！ 気をつけて！ 
あなたはいつも 
狙われています 

11

問い合わせ 
生活安全課消費生活係 
�２９８－１１１１　内線４４３ 

問い合わせ 
生活環境課環境保全係 
�２９８－１１１１　内線２５５ 

ミニ ミニ 

11環境
ＴＯ
ＰＩＣＳ

環境
ＴＯ
ＰＩＣＳ

環境
ＴＯ
ＰＩＣＳ

●省エネラベルのねらいは？

　地球温暖化をもたらす二酸化炭素などの温室効果ガス
は、様々な取組みにもかかわらず、増加傾向に歯止めが
かかっていません。こういった中、各家庭から排出され
る二酸化炭素量は増加傾向にあり、家庭部門における地
球温暖化対策が大切な課題となっています。
　そこで、茨城県と環境保全茨城県民会議では、地球温
暖化防止のため、家電販売店の協力を得て、店頭で家電
製品の性能の違いが一目でわかる「省エネラベル」を表
示し、省エネ型家電製品の普及を図っています。（茨城
県ではエアコンとブラウン管式テレビに表示されていま
す。）

●省エネラベルから何がわかる？

・省エネ性能を「ＡＡＡ」
「Ａ Ａ」「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」
の５段階にランク付けし
ています。「Ａ」の多い製
品が省エネ性能の高い製
品です。

・販売価格と平均的な使用
期間の電気代、これらを
合わせた金額を表示し、
ランニングコストも含め
てトータルな比較ができ
るようになっています。

●県内の参加店リストは、次のホームページへ

「環境いばらき」
http://www.pref.ibaraki.jp/kankyo/index.html
「環境保全茨城県民会議」
http://www9.plala.or.jp/eci/top/toppage.htm

●省エネラベルの詳細については、次のホームページへ

「全国省エネラベル協議会」
http://www.syoene-label.org/alljapan/
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○雨水をためて、植木の水やりに使いましょう

○歯磨きのときに、水の流しっぱなしはやめましょう



１２

　白河内（木崎第４区、市毛勇区長）
から常陸鴻巣駅へ通じる道路端に
建っていた馬頭観世音碑が、長年の
風雨にさらされ草むらの中にうずも
れてしまいました。この碑は、大正
７年に馬の守護と道路の安全を祈っ

て、白河内両組が建立したものです。
　また、碑には右石塚・左水戸道と
書かれてあり、道しるべでもありま
した。その側には一本松が植えられ
てありました。このたび、区長が中
心となり、この碑を再興し、松も植

えられて、白河内の名
所としてよみがえりま
した。（写真左）

　白河内東部の台坪
は、古墳の宝庫です。
ここには水鳥の壁画で
有名な２号墳（市指定
文化財）、前方後円の
１号墳をはじめ現存し
ている古墳が９基（湮
滅７基）あり、白河内
古墳群を形成していま

す。白河内公民館裏山には、直径約
１０ｍ、高さ約１ｍの円墳（７号墳）
があります。毎年夏には区民の手で
草刈りが行われていますが、知らな
い人が多いので昨年９月、市教育委
員会と協議の上、区長らが高さ約１．５
ｍの標柱を建てました。大切な遺跡
を後世に守り伝えたいと思います。
（写真右）
 （文：仲田義一さん）

■企画課広報係　�２９８－１１１１　内線４３３
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木崎４区の皆さんの手で地元の碑の再興、古墳群の標柱を作成

　那珂市文化協会が主催する恒例の
新春落語会が１月２７日、総合セン
ターらぽーるで開催されました。こ
の催しは、市民の皆さんに様々な文
化に生で触れてもらおうと同協会が
毎年企画しているものです。今回の
落語会では、東京ボーイズさんによ
る歌と楽器を織り混ぜた漫談、さら
に三遊亭楽麻呂さんと三遊亭楽太郎
さんの洗練された落語が披露。満席
となった会場は、笑いの渦に包みこ
まれ、訪れた皆さんは心地よい時間
を過ごしました。
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那珂市文化協会が新春落語会を開催

　瓜連小の５年生が１月３１日、NHK
水戸放送局において「キミが主役
だ！放送体験クラブ」に参加しまし
た。当日はＡ、Ｂ２組に分かれ、そ
れぞれがアナウンサーやカメラマン
などに扮し事前に準備してきた台本
に沿って３分間の番組収録に臨みま
した。番組内容はＡグループが「瓜
小自慢」と「しづ織紹介」、Ｂグルー
プが「瓜小で行われているお祭り紹
介」と「瓜連定食の紹介」で、緊張
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瓜連小５年生が「NHK放送体験クラブ」に参加

しながらも真剣に取り組み、無事に
収録を終えました。参加した児童か
らは「いろいろな役割の人たちが力
を合わせて番組ができているのが分
かった」との感想が聞かれました。
　放送体験クラブとは、放送局の仕
事と役割について楽しみながら学ん
でもらうためにNHKが実施してい
る小学校５、６年生を対象とした参
加型の事業で、菅谷西小の５年生も
２月７日に参加しました。
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　「節分」の２月３日。市内の保育
所や幼稚園では豆まきが行われ、園
児たちの元気な声が響きました。菅
谷西幼稚園でも「みんなの中にいる
『泣き虫鬼』や『忘れんぼ鬼』を追
い出しましょう」と始まった豆まき
大会。先生がダンボール箱で作った
かぶりもので鬼に扮して登場する
と、園児たちは大喜び。「鬼は外、福
は内」と勢いよく豆を投げました。
「最初は怖かったけど、豆を投げた
ら鬼が逃げたよ」と、誇らしげに話
していました。

��������
市内の幼稚園で豆まきが開催

た】茂垣ふち江（下大賀）、長谷川
貴美江（後台）
【多年にわたり社会福祉関係の職に

あり福祉の増進に貢献されたかた】

○民生委員・児童委員／古目谷護（菅
谷）、中�美登利（瓜連）○社会福
祉協議会支部役員／石�義男（下江
戸）、関純一郎（戸）、樫村孝男（戸）、
秋山はま（下江戸）
【那珂市ボランティア・市民活動セ

ンター善意銀行へ多額の寄附をされ

たかた】

日本原子力研究開発機構那珂核融合
研究所

　地域で社会福祉活動に力を注いで
きたかたを顕彰する社会福祉大会が
２月１８日、総合センターらぽーるで
開催されました。顕彰されたかたは
次のとおりです。（敬称略）
■那珂市社会福祉協議会長表彰

【多年にわたり家族の介護にあたり

家庭における福祉を実践されている

かた】田口ハル江（瓜連）、大森た
か子（向山）、綿引保子（額田南郷）、
石橋幸雄（額田北郷）、小國たみ子
（菅谷）、清水志津子（菅谷）、小池
たき子（中台）、助川裕子（東木倉）、
黒澤ゑみ子（戸崎）、岡崎義雄（下
大賀）、疋田孝子（下大賀）、井坂智
惠子（下大賀）、�村コトキ（瓜連）、
西野艶子（瓜連）、萩野谷十三（瓜
連）、小森賀代子（中里）
【多年にわたりボランティアとして
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第２７回社会福祉大会

地域福祉の増進に貢献されているか

た】木名瀬貴久子（額田南郷）、遠
藤和男（菅谷）、「紫陽花会」代表渡
辺久雄（瓜連）
【多年にわたり社会福祉関係の職に

あり福祉の増進に貢献されているか

た】○民生委員・児童委員／根本明
（額田北郷）、大和田滿喜子（菅谷）、
中村よし子（中台）、金子堅太郎（西
木倉）、海野幸吉（鴻巣）、大曽根み
どり（静）、森井一雄（平野）、嶋根
はるい（静）○社会福祉協議会評議
員／寺山忠（瓜連）○社会福祉協議
会支部役員／小貫隆夫（下江戸）、初
田義雄（戸）、赤井裕治（戸）、鹿島
音二郎（田崎）
■那珂市社会福祉協議会長感謝状

【多年にわたり家族の介護にあたり

家庭における福祉を実践されたか

地域の話題や身近な行事などありましたら、次までおしらせください。

　毎月開催される額田いきいきサロ
ン。地域のお年寄りと子どもたちが
ふれあう世代間交流会が２月２１日、
額田小学校で開催されました。子ど
もから元気をもらい、またお年寄り
から郷土の歴史を直に聞くことを目
的に今年は３回開催してきました。
今回は６年生が合奏やレクリエー
ションでお年寄りをもてなしたり、
一緒に「すいとん」を食べたりして
楽しいひとときを過ごしました。最
後に、学校で育てたチューリップを
プレゼントし別れを惜しみました。

��������	
���
額田いきいきサロンと地元小学生が交流

　平野地区の親睦を目的に新春マラ
ソン大会が２月５日、平野台団地を
コースに開催されました。毎年盛大
に実施されており、今年は小学生や
中学生、一般のかたなど約１４０人が
参加しました。小学生の部では、小
宅市長が鳴らす号砲を合図にいっせ
いにスタート。どの参加者も最後ま
で力いっぱい走りぬきました。ゴー
ル地点では、地域のかたが朝早くか
らとん汁を準備。寒い日にはなによ
りのご馳走で、走り終えた参加者は
冷えた体を温めていました。

��������
第１４回平野新春マラソン大会
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� 人の動き �

那珂市の人口（２月１日現在）

※（　）内は前月比
　男　　　２７，９５１人　　（－１１）
　女　　　２８，６２５人　　（－４４）
　計　　　５６，５７６人　　（－５５）
世帯数　　１９，７１６世帯　（＋５）

��������	��

⇒納付場所は
４月に送付される「国民年金保険料納付案内書」を使用して、金融機関、
郵便局、コンビニエンスストア、社会保険事務所などで納付できます。
※１年・半年以外でも、現金により希望月から翌年３月までの前納も可能
です。

■納付書での納付は…

割引額振替日対象月納付方法

　２，９５０円５月１日４月分～翌年３月分１年前納

　　６８０円５月１日４月分～９月分
半年前納

　　６８０円１０月３１日１０月分～翌年３月分

なし翌月末各月分各月納付

問い合わせ／市税務課収納推進室　�２９８－１１１１　内線１６７■平成１８年度市税等の納期のおしらせ

３月２月１月１２月１１月１０月９月８月７月６月５月４月
４期３期２期１期市県民税（普通徴収）

４期３期２期１期固定資産税・都市計画税
全期軽自動車税

８期７期６期５期４期３期２期１期国民健康保険税
６期５期４期３期２期１期介護保険料（普通徴収）

※　固定資産税は償却資産を含みます。
※　各納期限は月の末日（１２月は２５日）です。ただし、納期限が休日・祝日に当たるときはその翌日となります。

　市税の納付には、便利で確実な口座振替制度の利用を
お勧めします。
●手続方法／預貯金口座のある市内の金融機関または郵
便局に、納税通知書、預貯金通帳、通帳印を持参し、
備え付けの申込用紙に必要事項を記入のうえ、窓口で
お申し込みください。

●振替開始／市から後日「口座振替開始期のお知らせ」
のはがきを送付します。おおむね依頼した日の翌月か
ら口座振替が開始となります。
※固定資産税・都市計画税を期別振替から全期前納振替
へ変更する場合は、変更届が税務課に用意してありま
すので、３月中に提出してください。

■市税の納付は口座振替で

平成１８年度の保険料月額は１３．８６０円（１年分の保険料額１６６．３２０円）

��������	
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⇒口座振替のお申し込みは
「国民年金保険料口座振替納付（変更）申出書」により、金融機関、郵便
局、水戸北社会保険事務所へお申し込みください。
※１年前納、半年前納を希望されるかたは３月末までに水戸北社会保険事
務所での登録が必要です。　　　　　　　　　　　　　　　　　

※早割（当月末振替）を希望されたかたは、初回の振替日に前月分と早割
月分の２か月分が引き落としされる場合があります。

■口座振替納付は…

割引額振替日対象月振替方法

　３，４９０円５月１日４月分～翌年３月分１年前納

　　９４０円５月１日４月分～９月分
半年前納

　　９４０円１０月３１日１０月分～翌年３月分

月々５０円当月末各月分早割（当月末振替）

なし翌月末各月分翌月末振替

１月１５日～２月１４日（敬称略）

ご協力ありがとうございます
善 意 銀 行 へ

ローソン那珂古徳店 ３，０００円
財団法人日本原色押花福祉協会
 １００，０００円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしています。
 �２９８－８８８１

�������������	��
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市立図書館の視聴覚コーナーなど
で活用させていただきます。

問い合わせ／水戸北社会保険事務所 �２３１－２３８１
市国保年金課国民年金係 �２９８－１１１１ 内線１４２
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■市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）
■ホームページ URL（携帯可）

　http://www.city.naka.ibaraki.jp
■メールアドレス

　kikaku@city.naka.lg.jp
■おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、
「おしらせ版」（月３回（ただし、
５月、８月、１月は月２回））を発
行しています。このコーナーでは
その一部を掲載していますが、
「おしらせ版」も併せてご覧くだ
さい。

日時／４月５日（水）、１２日（水）、１９日
（水）、２６日（水）
いずれも９：００～１５：００

場所・問い合わせ／那珂市社会福祉協

議会（市総合保健福祉センター「ひだ

まり」内）�２９８－８８８１

　茨城県では、JCO事故関連周辺住民
等の健康診断を、国の依頼を受けて平
成１８年度も次のとおり実施します。
対象者／事故当時、避難要請区域内に

お住まいのかたなどで、受診
を希望されるかた

日時・場所／

○４月８日（土）　７：００～１０：３０
東海村舟石川コミュニティセンター
（東海村大字舟石川１５８）
○４月９日（日）　７：００～１０：３０
市総合保健福祉センター「ひだまり」

○４月１６日（日）　７：００～１０：３０
東海村舟石川コミュニティセンター
（東海村大字舟石川１５８）
※お住まいに関係なく、いずれの会
場でも受診できます。専門の医師
による健康相談や心のケア相談も
行います。

費用／無料
申込方法／申込不要です。直接会場に

お越しください。
問い合わせ／

茨城県保健福祉部保健予防課

�３０１－３２１９　※９：００～１７：００

　茨城県教育委員会では、保護者や学
校ボランティア等多くの県民に不審者
情報を提供して注意を喚起し、全県民
で登下校時などの児童等を見守り、児
童等の安全を図るため、県教育委員会
ホームページ上に不審者情報掲示板を
１月２６日から設置しています。
　このシステムにより、那珂市や近隣
市町村における情報も閲覧することが
できますので、市民の皆様には不審者

による犯罪等の未然防止にご協力いた
だけますようお願いいたします。
アドレス／

http://fushinsha.ibk.ed.jp/

　※那珂市HPからもリンク有
問い合わせ／市学校教育課

�２９８－１１１１　内線８２７７

茨城県教育庁学校安全対策班

�３０１－５２６５

　市では、合併浄化槽を設置する家庭
に対し設置費の一部を補助しています。
補助金額／

○５人槽（延床面積が１４０�以下のも
の）　３５４，０００円

○７人槽（延床面積が１４０�を越えるも
の）　４１１，０００円

○１０人槽（２世帯住宅（トイレ、台所、
風呂が２つある））　５１９，０００円
※平成１８年度は、１２０基程度（補助総
額の範囲内）を予定しています。

補助の対象／

公共下水道事業及び農業集落排水事業
の区域以外の専用住宅です。
①汲み取り便所から合併浄化槽へ改造
②単独浄化槽からの合併浄化槽への付
設替え
③既に設置してある合併浄化槽の老朽
化に伴う付設替え
④建物新築に伴う合併浄化槽の新設
※なお、営利を目的とする住宅、既
に設置済みの合併浄化槽などは補
助対象になりません。

申請受付／

・受付開始　４月４日（火）から
・場所　市下水道課（瓜連支所）
※申請は、専門的な書類の添付が必
要なため施工業者（茨城県登録の
浄化槽工事業者）が代理申請しま
す。
※電話、FAX等による受付及び予約
は行いません。

問い合わせ／

市下水道課維持管理係（瓜連支所）

�２９８－１１１１　内線８３７４
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　次のとおり、法律相談を行います。
日時／４月１１日（火）　１３：００～１７：００
場所／市役所（１階市民相談室）
相談員／弁護士　
　※事前に予約が必要です。
申し込み・問い合わせ／市秘書課市民

相談室　�２９８－１１１１　内線１１８

法律相談

平成１８年度浄化槽設置事業
の補助について

心配ごと相談

JCO事故関連健康診断のおしらせ

■那珂市は「青少年健全育成のまち」　みんなで積極的に青少年を育成しよう！

������　手をつなごう　まちとみらいと　子どもたち
会沢　優希さん（額田小２年）

��������

２日　水野医院 （西木倉）
�２９８－８０３９

９日　那珂中央病院 （飯田）
�２９８－７８１１

16日　はなわ内科クニリック
　  （額田南郷）

�２９８－２５２６

２３日　えびすいクリニック （菅谷）
�２９５－８８８１

２９日　那珂記念クリニック（中台）
�３５３－２８００

３０日　諸岡医院 （瓜連）
�２９６－１１２３

■診療時間／９：００～１１：３０
※往診はしません。
※保険証は必ず持参してください。
※診療時間外は、茨城県救急医療
情報コントロールセンター（県
メディカルセンター）へお問い
合わせください。

�２４１－４１９９

不審者情報インターネット
掲示板をご利用ください
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舞台は神楽坂に建つタワーマン
ション「メゾン　リベルテ」。自由
の家という名のマンションに住
む、そう自由ではない人々の暮ら
しを、少しだけリアルに描いた１０
編の恋愛短編集。
石田衣良／集英社

������
������
昔は不良だった青年事務員が、元
大物代議士のもとに持ち込まれる
陳情、難題、要望から、その裏に
ある日常の謎を解決する。センセ
イ方の実態もリアルな現代ミステ
リー。
畠中恵／実業之日本社

�������
えくぼ

東京で裏稼業のコンサルタントを
する水原。彼女には、掟破りの島
抜けをしたという、誰にも言えな
い過去があった。迫り来る「地獄
島の番人」。東京裏社会を舞台に
必死の逃亡劇がいま始まる。
大沢在昌／文藝春秋

■市中央公民館から新着図書のご案内

Book

■図書室は、市中央公民館の休館
日（月曜日・月曜日が祝日にあ
たるときはその翌日）が休みと
なります。
����������������
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【一般図書】●「梟首の島 上・下」坂東眞砂子／講談社●「パリよ、こんに
きょうしゅ

ちは Six romans de Paris」林真理子・椎名誠／角川書店●「春朗合わせ鏡」
高橋克彦／文藝春秋●「スターク・マンローからの手紙」アーサー・コナン・
ドイル／河出書房新社●「津波 Tsunami」高嶋哲夫／集英社●「おやすみ、
こわい夢をみないように」角田光代／新潮社●「砂漠の薔薇」新堂冬樹／幻冬
舎●「北緯四十三度の神話」浅倉卓弥／文藝春秋●「道三堀のさくら」山本一
力／角川書店●「虹色にランドスケープ」熊谷達也／文藝春秋

父・忍さん　母・祐子さん
３月８日生まれ（菅谷）

父・哲也さん　母・佳子さん
３月２８日生まれ（菅谷）

－ご家族からのメッセージ－ 

父・明臣さん　母・百合子さん
３月４日生まれ（後台）
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７８

菅
谷 

軍
司　
　

き
み 

　

歳
８４

田
崎 

石
川　
　

弘 

　

歳
８１

額
田
北
郷 

川
上　
　

信
二 

　

歳
８９

菅
谷 

大
内　
　

律
子 

　

歳
６５

後
台 

井
上　
　

み
さ
を 

　

歳
９２

中
台 

須
藤　
　

京
子 

　

歳
７３

北
酒
出 

豊
嶋　
　

あ
き 

　

歳
８６

下
江
戸 

飛
田　
　

か
ほ
る 

　

歳
９８

額
田
北
郷 

宮
�　
　

英
夫 

　

歳
９２

下
大
賀 

井
坂　
　

勝
男 

　

歳
８３

菅
谷 

志
賀　
　

立
佑 

　

歳
８５

福
田 

吉
原　
　

秀
雄 

　

歳
８２

福
田 

助
川　
　

欽
二 

　

歳
６５

�
�
�
�

住
所　
　
　

出
生
児
氏
名　
　
　

届
出
人

杉 

中
村　
　

陽
花 

隆
二

後
台 

山
田　
　

龍
晴 

剛

杉 

鈴
木　
　

太
珠 

博
人

後
台 

廣
瀬　
　

真
翔 

哲
治

南
酒
出 

木
村　
　

亜
瑚 

有
一

中
台 

木
下　
　

愛
士 

太
志

中
台 

石
井　
　

愛
華 

潤

堤 

雨
川　
　

瑠
南 

薫

菅
谷 

岡
部　
　

飛
悠 

俊
彦

杉 

屋
代　
　

遥
香 

和
也

菅
谷 

佐
々
木　

菜
羽 

裕
一

杉 

渡
邊　
　

穂
乃
香 

聡

菅
谷 

奥
谷　
　

香
月 

佳
文

菅
谷 

深
澤　
　

善 

文
博

後
台 

山
田　
　

眞
子 

三
雄

瓜
連 

松
岡　
　

比
奈 

洋
一

�
�
�
�
�

�

�
��

�
�
�
��

�
�
�

��

��

�
�
�
�

ヘルスメイトさんが作る健康料理⑪

�������
�����

■材料　５人分
さんま ………………………… ４尾　　　
木綿豆腐 ……………………… １丁　　　
　　ねぎ ……………………… １／３本　
　　生姜 ……………………… １かけ　　
　　卵 ………………………… １個　　　
　　片栗粉 …………………… 小２　　　
　　塩 ………………………… 少々　　　
　　酒 ………………………… 大１　　　
トマト ………………………… １個　　　
ブロッコリー ………………… １／２個　
大根おろし …………………… １カップ　
ポン酢 ………………………… 適量　　　
ごま油 ………………………… 大１　　　
　　　
■作り方
①さんまは頭と内臓を取り除き、三枚にお
ろして小骨を取り、ざっくりと切ります。
②豆腐は布巾で絞ります。
③ねぎと生姜はみじん切り。
④Ａを②の中に入れます。
⑤さんまを④になかに入れ混ぜます。
⑥小判型につくり、ごま油で焼きます。
⑦お皿に盛り大根おろしをかけます。
⑧ブロッコリーとトマトを盛り付けます。

■若々しい身体を保つ「免疫力」アップメ
ニューです。免疫活性に欠かせない亜鉛
やセレンが豊富なさんまや、植物性タン
パク質やミネラル、鉄分が豊富な豆腐を
使って簡単に作れます。季節の野菜を添
えて召し上がりください。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会那珂支部

本米崎

海後敏子さん

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�

Ａ

Cook



１８

第 13 回 

国
の
中
学
生
が
自
作
の

ロ
ボ
ッ
ト
を
持
ち
寄

り
、
規
定
の
課
題
を
競

う
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
。
那
珂

四
中
の
石
井
優
さ
ん
と
井
上
淳
さ

ん
は
「
創
造
ア
イ
デ
ィ
ア
ロ
ボ
ッ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
中
学
生
大
会
」
に

出
場
、
石
井
さ
ん
は
関
東
大
会
で

優
勝
し
全
国
大
会
へ
、
井
上
さ
ん

は
同
じ
く
関
東
大
会
に
出
場
と
、

四
中
生
が
大
活
躍
し
ま
し
た
。

　

二
人
が
参
加
し
た
の
は
有
線
リ

モ
コ
ン
方
式
に
よ
る
対
戦
部
門
。

中
央
の
格
子
に
刺
さ
っ
た
棒
を
抜

き
取
り
、
自
陣
の
規
定
の
場
所
に

６
本
立
て
る
ま
で
の
時
間
と
点
数

を
競
い
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
に
求
め

ら
れ
る
の
は
３
つ
の
動
作
。
棒
の

高
さ
に
合
わ
せ
る
上
下
の
動
き
、

手
前
に
引
き
抜
く
動
き
、
そ
し
て

一
番
の
難
関
で
あ
る
立
て
る
動

き
。
こ
の
一
連
の
動
作
を
規
定
の

４
つ
の
モ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
実
現

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

も
、
ロ
ボ
ッ
ト
本
体
の
移
動
に
は

左
右
の
車
輪
に
そ
れ
ぞ
れ
モ
ー

タ
ー
が
必
要
な
た
め
、
残
り
は
実

質
２
つ
。「
３
つ
の
動
作
に
は
ひ

と
つ
足
り
な
い
と
こ
ろ
が
ポ
イ
ン

ト
」
と
石
井
さ
ん
。
し
か
も
モ
ー

タ
ー
は
、
単
調
な
回
転
運
動
を
続

け
る
だ
け
。
そ
れ
を
複
雑
な
動
作

に
ど
う
結
び
つ
け
る
の
か
、
全
国

������
�������������

創造アイディアロボットコンテスト中学生大会で活躍

石井優さん（那珂四中３年）・井上淳さん（那珂四中３年）

全

の
中
学
生
が
頭
を
悩
ま
せ
ま
し
た
。

　

石
井
さ
ん
と
井
上
さ
ん
が
そ
れ

ぞ
れ
出
し
た
課
題
へ
の
「
答
え
」

は
、
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
で
し

た
。
石
井
さ
ん
の
ロ
ボ
ッ
ト
『
稚

杉
１
号
』
は
、
６
本
の
棒
を
ロ
ー

ラ
ー
の
回
転
で
ま
と
め
て
台
車
に

取
り
込
み
、
規
定
の
場
所
で
台
車

を
傾
け
て
６
本
一
気
に
立
て
る
と

い
う
大
胆
な
構
造
。
移
動
時
間
の

無
駄
が
な
い
、
合
理
的
で
効
率
性

の
高
い
設
計
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
の
井
上
さ
ん
の
ロ
ボ
ッ
ト

『
シ
ザ
ー
ハ
ン
ズ
』
は
、
ス
ピ
ー
ド

で
勝
負
。
突
き
出
た
ア
ー
ム
で
棒

を
挟
ん
で
抜
き
取
る
と
、
自
重
で

そ
の
棒
が
半
回
転
し
垂
直
に
立
つ

構
造
。
シ
ン
プ
ル
な
が
ら
機
動
力

の
高
さ
が
自
慢
で
す
。「
そ
れ
ぞ

れ
の
性
格
が
ロ
ボ
ッ
ト
の
個
性
に

出
て
い
ま
す
ね
」
と
笑
顔
で
話
す

技
術
指
導
に
あ
た
っ
た
那
珂
四
中

の
小
林
先
生
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
の
内
部
を
見
せ
て
も

ら
う
と
、
そ
の
構
造
は
複
雑
そ
の

も
の
。
簡
単
に
は
理
解
で
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
一
連
の
動
作
を
見

せ
て
も
ら
う
と
思
わ
ず
「
す
ご

い
！
」
の
一
言
。
何
気
な
い
小
さ

な
部
品
で
も
、
そ
の
微
妙
な
形
や

角
度
に
は
そ
れ
ぞ
れ
理
由
が
あ

り
、
綿
密
に
計
算
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
部
品
と

ロボットを手に井上淳さん（左）と石井優さん（右）

部
品
が
見
事
に
連
携
し
て
複
雑
な

動
作
を
実
現
し
て
い
る
こ
と
に
驚

き
ま
し
た
。
そ
の
形
と
角
度
に
た

ど
り
着
く
ま
で
に
、
ど
れ
だ
け
の

試
行
錯
誤
が
あ
っ
た
の
か
。「
学

校
の
試
験
前
だ
っ
た
け
れ
ど
、
ロ

ボ
ッ
ト
に
夢
中
で
な
か
な
か
家
に

帰
れ
な
か
っ
た
」
と
二
人
は
目
を

輝
か
せ
ま
す
。

　

今
で
こ
そ
ス
ム
ー
ズ
な
動
き
を

す
る
２
台
の
ロ
ボ
ッ
ト
で
す
が
、

「
始
め
の
こ
ろ
は
、
全
て
の
棒
を

立
て
る
な
ん
て
不
可
能
だ
と
思
っ

て
い
た
」と
井
上
さ
ん
。
し
か
し
、

大
会
を
通
し
て
他
校
の
中
学
生
の

斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
に
触
れ
る
う

ち
に
、「
も
し
か
し
た
ら
自
分
た
ち

に
も
で
き
る
か
も
」
と
ロ
ボ
ッ
ト

の
改
良
に
熱
中
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
数
か
月
後
、
あ
れ
ほ
ど

難
し
か
っ
た
６
本
の
棒
を
立
て
る

の
に
必
要
な
時
間
は
、
わ
ず
か　
４０

秒
に
ま
で
短
縮
。
そ
の
時
の
ロ

ボ
ッ
ト
の
形
は
、
最
初

に
作
っ
た
も
の
と
は

ま
っ
た
く
別
の
も
の
に

変
っ
て
い
ま
し
た
。

「
だ
っ
て
ロ
ボ
ッ
ト
に

は
完
成
が
な
い
か
ら
」。

も
っ
と
ス
ム
ー
ズ
に
、

も
っ
と
素
早
く
、
も
っ

と
正
確
な
動
き
を
。
ど

れ
だ
け
時
間
を
費
や
し

て
も「
ま
だ
ま
だ
の
出
来
」。
失
敗

し
、
悩
み
、
考
え
、
工
夫
す
る
。

そ
の
繰
り
返
し
が
徐
々
に
新
し
い

形
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
会
を
通
し
て
学
ん
だ

こ
と
。
そ
れ
は
、
課
題
へ
の
答
え

は
、
決
し
て
ひ
と
つ
で
は
な
い
こ

と
。
目
的
は
同
じ
で
も
、
そ
れ
に

至
る
ま
で
の
過
程
は
人
そ
れ
ぞ
れ

と
い
う
こ
と
。「
何
も
な
い
と
こ

ろ
か
ら
創
っ
て
い
く
の
が
工
作
の

魅
力
」と
石
井
さ
ん
。「
苦
心
し
て

思
い
通
り
の
動
き
を
実
現
で
き

た
と
き
は
最
高
の
気
分
」
と
井
上

さ
ん
。

　

高
校
進
学
を
控
え
る
３ 
年
生
。

希
望
先
は
も
ち
ろ
ん
工
業
高
校
。

創
作
へ
の
情
熱
は
こ
れ
か
ら
も
続

き
ま
す
。
最
後
に
、
写
真
を
撮
ら

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
少
し
照
れ

な
が
ら
も
ど
こ
か
誇
ら
し
げ
な
二

人
。
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
が
こ
も
っ

た
ロ
ボ
ッ
ト
を
抱
え
て
。

アイディアいっぱいのロボット



広報なか３月号１９

 
空  
笊 
を
伏
せ
て
朝
出
の
蜆
舟 

堀　

口　

泉　

流

か
ら 
ざ
る

春
耕
や
余
生
の
力
及
ぶ
だ
け 

秋　

野　

三　

峰

小
春
日
や
鳩
に
あ
り
け
り
胸
袋 

眞　

�　

一　

耕

杉
花
粉
日
本
列
島
く
さ
め
す
る 

塙　
　
　

静　

風

い
ち
ご
狩
り
笑
顔
笑
顔
で
頬
張
り
ぬ 

栗　

原　

冨　

久

手
を
引
き
し
孫
に
引
か
れ
て
伊
豆
の
春 

栗　

原　

美　

枝

「
肉
」「
野
菜
」
よ
ー
く
炒
め
て
春
料
理 

長
谷
川　

和
希
子

松
籟
に 
東  
風 
の
つ
ぶ
や
き
巫
女
袴 

鈴　

木　

三　

風

こ 

ち

久
闊
の
握
手
の 
余  
韻 
福
寿
草 

眞　

�　

蒼　

月

よ 
い
ん

隧
道
を
抜
け
春
色
の
道
と
な
る 

井　

坂　

光　

位

野
仏
や
手
折
る
す
べ
な
く
猫
柳 

木　

内　

晴　

絵

黒
々
と
田
起
こ
す 
夫 
の
力 
瘤  

萩
野
谷　

寿
美
礼

つ
ま 

こ
ぶ

山
笑
う
解
け
る
香
り
を
愛
し
め
り 

石　

川　

登　

魚

【俳　句】瓜連かつらぎ俳句会

【短　歌】流れ

こ
の
町
に
護
ら
れ
百
羽
の
白
鳥
は
動
く
と
も
な
く
人
近
く
ゐ
る 

安　

藤　

正　

子

雪
雲
の
去
れ
ば
黒
土
光
ふ
ふ
み
野
面
た
ち
ま
ち
春
の
野
と
な
る 

住　

谷　

幸　

枝

冬
枯
れ
て
全
面
凍
つ
く
四
度
の
滝
青
空
に
映
え
静
か
に
光
る 

小　

貫　

よ　

ね

二
百
余
回
の「
流
れ
」の
会
を
今
日
閉
じ
ぬ
文
字
に
記
せ
ば
い
と
易
き
こ
と 

高　

畠　

久
美
子

癒
え
し
夫
の
新
聞
捲
る
音
き
こ
え
つ
つ
二
人
安
け
し
一
月
一
日 

平　

野　

里　

子

初
め
て
の
ボ
ー
ナ
ス
な
れ
ば
気
持
だ
け
と
差
出
す
孫
に
こ
み
上
ぐ
る
も
の 

根　

本　

輝　

子

故
郷
の
凍
滝
の
テ
レ
ビ
に
映
る
と
き
夫
声
�
に
我
を
呼
ぶ
な
り 

益　

子　

春　

子

�
�
�
�
�
�
�
�
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高橋キミ子さん／額田南郷

　

私
の
古
里
は
、磐
梯
山
を
は
じ

め
と
す
る
美
し
い
山
々
に
囲
ま
れ

た
自
然
豊
か
な
北
会
津
村
で
す
。

今
で
は
、区
画
整
理
が
な
さ
れ
、整

然
と
田
畑
が
広
が
る
一
方
、造
成

さ
れ
た
住
宅
や
団
地
が
増
え
、昔

の
風
景
が
大
き
く
様
変
わ
り
し
て

い
ま
す
。い
つ
も
自
然
が
遊
び
相

手
だ
っ
た
子
ど
も
の
頃
、野
山
を

駆
け
回
り
、ま
た
大
川
で
水
遊
び

を
し
た
こ
と
が
昨
日
の
よ
う
に
蘇

り
ま
す
。冬
に
は
雪
が
降
り
積
も

る
会
津
。雪
が
音
を
吸
収
し
て
静

寂
の
季
節
が
訪
れ
ま
す
。し
か
し
、

穏
や
か
に
晴
れ
た
雪
景
色
が
、吹

雪
に
な
る
と
様
相
は
一
転
。地
吹

雪
の
な
か
、上
級
生
か
ら
上
着
で

守
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
通
学
し
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

戊
辰
戦
争
の
悲
劇
、白
虎
隊
が

飯
盛
山
で
自
刃
し
た
こ
と
は
有
名

な
話
で
す
。こ
の
事
件
は
、平
成
の

今
で
も
地
元
の
か
た
の
心
に
深
く

刻
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。こ
の

舞
台
と
な
っ
た
鶴
ヶ
城
。高
校
当

時
、残
っ
て
い
た
の
は
石
垣
だ
け

で
し
た
が
、桜
咲
く
城
址
は
、私
た

ち
学
生
の
憩
い
の
場
で
も
あ
り
ま

し
た
。今
で
は
立
派
に
再
建
さ
れ

ま
し
た
。

　

母
の
実
家
は
南
会
津
の
大
内
宿

に
あ
り
ま
し
た
。大
内
宿
は
、江
戸

時
代
に
栄
え
た
宿
場
町
。街
道
の

両
脇
の
堀
に
は
湧
き
水
が
流
れ
、

約　

軒
の
萱
葺
き
民
家
が
建
ち
並

３０
び
ま
す
。男
兄
弟
の
中
で
育
っ
た

私
に
は
従
姉
妹
に
会
う
の
が
楽
し

み
で
夏
休
み
な
ど
は
よ
く
泊
ま
り

に
い
っ
た
も
の
で
す
。子
ど
も
な

が
ら
に
も
郷
愁
を
誘
う
田
舎
独
特

の
か
お
り
が
と
て
も
好
き
で
し
た
。

　

雪
ど
こ
ろ
は
米
ど
こ
ろ
。会
津

に
は
地
酒「
栄
川
」を
は
じ
め
多
く

の
酒
蔵
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、漆
器

の
会
津
塗
、絵
ロ
ウ
ソ
ク
と
い
っ

た
地
場
産
業
も
盛
ん
で
す
。

　

最
近
は
、夫
と
会
津
の
各
所
を

訪
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

古
里
の
昔
な
が
ら
の
山
や
川
、ま

た
新
た
な
発
見
や
出
会
い
に
新
鮮

さ
と
楽
し
さ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

�

■ふるさと一口メモ
福島県の西部に位置し、磐
梯山や猪苗代湖など豊かな
自然に囲まれた、自然景観
に恵まれたまちです。古事
記や日本書紀などにも「相
津」と記され、東と北の出
会う重要な接点として位置
づけられていました。ま
た、会津は、戊辰の戦いに
よって武家支配が終焉を迎
えるまで、中央と地方（奥
州）との政治勢力が拮抗す
る一大拠点でした。人口約
１３１，２００人。

福島県

会津若松市

▲

つ
ま
こ
わ
だ
か

連
載
終
了
の
お
し
ら
せ　

◎
会
の
解
散
に
伴
い
、
今
回
の
掲
載
を
も
ち
ま
し
て
ご
愛
読
い
た

だ
き
ま
し
た
「
流
れ
」
の
連
載
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
流
れ
」
の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



 


